
 日光市障がい福祉支援マスコットキャラクターの紹介 

〇「きすげ」「きすげちゃん」「ぐーすけ＆すずめ」を知

っていますか？障害福祉支援に活用するため、日光市

が制作したもので、デザインは、市在住で日光観光大使

の漫画家一葵（いつき）さやかさんが手がけました。障

がい者就労支援施設（事業所）が製作した商品と一目で

分かるように、自主製品やパッケージデザインに使用

するなど、障がい福祉支援のさまざまな場で活躍して

います。 

 

 

 

ホームページにも掲載

しています。 

 

  進路だより①   

  今市特別支援学校進路指導部 令和４年４月２８日発行 

「 本校の進路指導について 」 

本校では、個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成 

するにあたり、「本人・保護者の願い」を確認しております。 

お子様の成長発達のためには、必要なことだからと身につけ 

させるだけではなく、児童生徒の「願い」（「やりたい」「なり 

たい」）を手がかりにした方が、より意欲的になれると考えるからです。 

また、将来に向けての自分の「願い」は、キャリア発達を支援する教育の中核でもあります。しか

し、児童生徒の「願い」は、興味関心が限定的であったり、経験が不足していたりすることから、非

現実的であることも多いです。 

では、どうすればその子らしい現実的な「願い」を持つことができるのでしょうか。それは、一人

一人のお子様のうまくできているところ、よいところに着目し、そこを伸ばしていくことで、自己肯

定感を高めていき、自信を持って自分で決めることができるようになることが基礎にあるのではな

いか、と私は考えます。私自身、自分の子育てでそれができたかと問われると、自信を持って答えら

れるわけではありません。しかし、そんなときに親以外の目、学校の先生方や地域の方々の視点があ

ったことで、子どもの良さに気づかされることがありました。 

本校でも、個別懇談や産業現場等における実習などをとおして、保護者の皆様と学校、お子様に関

わってくださった方とでお子様の良さを見つけ、主体的にお子様自身が自分で選んで、チャレンジ

できるような学習を協力して進めていきたいと考えています。自分のしたいことを自分で決める学

習が、卒業後の社会的自立につながると信じて、お子様の「やりたい！」や「なりたい！」という気

持ちを大切にしながら、夢の実現に向かって進んでいってほしいと願っています。 

 

新規事業所情報（本校に情報提供があった新規オープンの事業所情報です。） 

○多機能事業所いなほ今市本町  日光市今市本町１９－２ 

Ａ型・Ｂ型（施設外清掃、商品の梱包・在庫管理、店舗内清掃、部品の組み立て、苔の袋詰め） 

 ○さきがけ  矢板市末広町１５－７栗田ビル１０１ 

就労継続支援Ａ型（パソコン作業、施設内軽作業、農作業ほか） 

○ミンナのミカタのおうち  鹿沼市楡木町４５７－１ 

グループホーム（定員７人） 

 


